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三ヶ尻隆雄議員

住
民
協
働 検証しながら支援していく

補助採択基準見直し

人
口
要
件
と
財
政
力
指
数

過
疎
債
活
用
で
き
る
要
件
は

財務行政

議員１２人が一般質問

質
問
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
が
活
用
で
き
る
指
定

要
件
は
、
人
口
激
減
の
ほ
か
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
単
価
に
変

動
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　
人
口
要
件
の
ほ
か

に
、
自
治
体
の
豊
か
さ
を
示
す

「
財
政
力
指
数
」を
要
件
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
本
町
は
現

行
法
に
お
い
て
財
政
力
指
数
で

該
当
し
て
い
た
が
、
人
口
要
件

で
非
該
当
と
な
っ
て
い
た
。

　
今
国
会
で
の
成
立
を
目
指
し

て
い
る
改
正
法
案
が
成
立
し
、

本
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
、
該
当
基
準
に

▽
人
口
要
件
と
し
て
昭
和
　
年
55

か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
　
年
間

17

25

の
人
口
減
少
率
　
％
以
上
な
ど

17

▽
財
政
力
要
件
と
し
て
平
成
　18

年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
3
カ

20

年
平
均
の
財
政
力
指
数
0
・
　56

以
下
な
ど
事
事
が
追
加
と
な
る
。

こ
の
基
準
に
本
町
指
数
を
当
て

は
め
る
と
、人
口
減
少
率
　
・
4

20

％
、
財
政
力
指
数
0
・
　

で
あ

29

り
、
過
疎
地
域
に
該
当
と
な
る
。

　
単
価
変
動
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
変
動
す
る
が
、
過
疎
地
域

の
有
無
で
の
差
は
な
い
。

質
問
　

①
住
民
協
働
推
進
事
業
の
補
助

採
択
基
準
の
見
直
し
は
。

②
田
子
の
木
地
区
の
生
活
道
、

橋
 梁
 な
ど
の
整
備
は
。

り
ょ
う

沼
崎
町
長
　

①
 平
成
　
年
度
に
創
設
さ
れ
、

19

3
年
間
の
補
助
件
数
　
件
、

22

不
採
択
2
件
で
あ
っ
た
。
採

択
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
奉
仕
活
動
時
の
ジ
ュ
ー

ス
代
や
事
業
に
係
る
資
材
、

チ
ラ
シ
作
成
代
な
ど
を
補
助

対
象
経
費
と
し
た
。
ま
た
、

地
元
産
を
購
入
し
て
も
ら
う

た
め
、
地
産
地
消
の
推
進
な

ど
を
明
記
し
た
。
継
続
期
間

は
同
一
事
業
で
3
年
と
し
て

い
た
が
、
自
治
会
活
動
を
支

援
す
る
意
味
か
ら
、
対
象
期

間
の
延
長
や
特
認
事
項
を
付

け
加
え
る
予
定
で
あ
る
。
新

た
な
3
年
間
が
ス
タ
ー
ト
す

る
が
、
今
後
も
検
証
し
な
が

ら
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

②
地
域
住
民
か
ら
時
折
要
望
を

受
け
、
そ
の
都
度
、
砕
石
を

補
充
す
る
な
ど
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
橋
 梁
 に
つ

り
ょ
う

い
て
は
、
災
害
復
旧
事
業
に

よ
り
架
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
何
か
と
不
便
を
掛
け
て

い
る
が
、
現
状
で
の
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

国勢調査での人口推移状況（山田町）

１世帯当
たり人員

人　　　　口
世帯数年

合計女男

3.8925,32112,89312,4286,516昭和55年

3.6824,60212,73711,8656,686昭和60年

3.4222,92512,11010,8156,701平成２年

3.2222,01911,68910,3306,833平成７年

3.1021,21411,2439,9716,835平成12年

3.0120,14210,6449,4986,699平成17年

　平成22年10月１日を基準日として
　調査することになります

平成22年


